
                           

令和７年度海部地方総合防災訓練における保健医療活動連携訓練実施結果について 

 

１ 経緯 

  令和７年６月１日（日）に国営木曽三川公園東海広場で開催された、令和７年度部海部

地方総合防災訓練において、津島保健所、海部地方７市町村、海部地方の医師会、歯科医

師会、薬剤師会及び災害拠点病院等が、災害現場において多数の傷病者が同時に発生した

場合における関係機関との連携体制を確立することを目的とし、初めて保健医療活動連携

訓練を実施した。 

 

２ 訓練内容：詳細は、参考資料１参照 

① 保健医療調整会議運用訓練 

② トリアージ訓練及び医療救護所運用訓練 

③ 遺体安置所設置訓練 

 
３ 訓練結果 

 ・仮想現場救護所（津島市民病院 DMAT）よりトリアージされた患者（婦人会）が消防団に

より、重症度に応じて仮設医療救護所、仮想あま市民病院及び仮想海南病院へ搬送され、

症状が急変した患者は再トリアージのうえ転送を実施した。 

 ・保健医療調整会議及び市災害対策本部でクロノロ、組織図を作成した。 

 ・市災害対策本部から保健医療調整会議へ保健医療活動チームの派遣要請訓練を実施した。 

 ・医薬品の確保のため、救護班から市災害対策本部を通して保健医療調整会議へ供給要請

訓練を実施した。保健医療調整会議は当該依頼に基づき、薬剤師会へ医薬品の確保を要請

し、薬剤師会から医療救護所へ医薬品の供給訓練を実施した。 

 

４ 訓練総括：詳細は、参考資料２参照 

  第１回津島保健所地域災害医療部会ワーキンググループ 
  議題：令和７年度保健医療活動連携訓練に参加して「できたこと」「検討が必要なこと」 
   

※ワーキング結果抜粋 
〇「できたこと」 
・保健医療調整会議と、市町村災害対策本部、医療救護所の連絡系統のイメージがつい

たのがよかった。 
〇「検討が必要なこと」 
・各市町村の危機管理課と健康推進課の連携が課題であるとの意見があった。 

 
５ 今後について 
  津島保健所地域災害医療部会等でワーキング結果等を報告検討する。 
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